
 

海外レポート インド チェンナイ   

「越境テレワーク EOR の仕組みと活用事例」 田中 啓介 

＜越境テレワーク EORの仕組み＞ 

今注目が集まっている EOR（Employer Of 

Record）とは、「代替雇用」と呼ばれ、EORサービ

ス提供企業の海外現地法人が海外人材の法的な雇用

主となり、税務・労務・法務・福利厚生等のバックオ

フィス業務を代行する仕組みです。インド IT 人材の

起用に際し、この仕組みも注目されており、弊社でも

EOR 導入支援サービスの提供を開始しました。こう

した仕組みにより、現地法人が雇用契約の締結を代行

するだけでなく、給与計算や税務対応・労務管理・福

利厚生管理などの人事部門としての業務も代行する

ことで、国境をまたいで人材を獲得しようとする企業

がビジネスに集中できる環境の整備を後押しします。

海外に現地法人を設立したり、海外人材を日本に呼び

寄せることなく、トライアルで海外進出や海外人材と

の協働が可能になります。 

 

＜EORの活用事例とは？＞ 

(1) 海外新卒人材の内定辞退を防ぎたい 

日本と海外では大学卒業の時期が異なるため、海外

新卒人材は、日本の企業に入社するまでの間に空白の

期間があります。そこで 4 月の入社時期まで期間限

定でＥＯＲを活用することで、入社時期を待たないで

一緒に働く事が可能になります。海外人材も日本の企

業で働くことに不安を抱えており、当社では、このよ

うなケースの場合、現地でのランチ会の開催や日本文

化を伝える機会を設け、日本で働くための精神的な準

備ができるようにサポートしています。 

 

(2) 海外中途採用人材のパフォーマンスを見極める 

海外人材を中途で雇用する場合には、日本側の受け

入れ準備と合わせて、雇用リスクも同時に負うことに

なります。そこで EORを活用し、トライアルで中途

人材を採用し、日本に渡航をする前にリモートで協働

することで、事前に候補者のパフォーマンスを評価す

ることができます。また、正式に入社をする前から双

方十分なコミュニケーションを取ることができるた

め、日本で働くための精神的な準備ができ、日本に移

住後もスムーズにオンボーディング（※1）を進める

ことができるわけです。 

（※1）オンボーディング：新卒や中途採用の人材が

早期に活躍できるように、知識や技術の提供、サポー

トなどを行う一連の取り組みのこと。 

 

(3) 配偶者の海外転勤に帯同しテレワークで働く 

社員が配偶者の海外転勤で海外移住を余儀なくさ

れるケースにもＥＯＲは活用できます。海外の移住先

から継続的にリモートワークで働いてもらえば良い

と安易に考えがちですが、そこには先述のとおり、税

務、労務上の困難が伴います。このような場合にも、

日本に帰国されるまでの間、ＥＯＲを活用することで

スムーズに越境テレワークをすることが可能になり

ます。 

 

(4) 海外人材が帰国後もテレワークで働く 

自社で雇用していた海外人材が、結婚や家庭の事情

で、また、残念ながら日本での生活が合わずに母国に

帰国するケースも少なくありません。このような場合

にも、EOR を活用することで当該国に現地法人がな

くても継続的に一緒に働くことが可能になります。 

 

 (5) 海外現地法人の設立を待たずに海外に進出したい 

海外現地法人の設立の検討や手続きには時間もか

かります。しかし、EOR を活用することで海外現地

法人を設立せずにトライアルで海外進出をしたり、海

外現地法人の設立完了までの期間だけをＥＯＲを活

用し、海外現地法人の設立後に速やかに転籍させるこ

とでスピーディーに海外拠点を立ち上げたりするこ

とが可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜EORの可能性＞ 

このようにＥＯＲは、企業がグローバル化に向け

て小さく一歩を踏み出す場合はもちろん、すでにグ

ローバル化を進めている企業の越境テレワークにま

つわる細かな困りごとの対応にも有効です。何より

私は海外人材との協働を通じて生まれる多様性の力

に大きな価値を感じています。 

 


